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【春にんじん（洋人参）】
徳島県は３～５月における出荷
量が日本一。春にんじんは大型
トンネルハウス内で乾燥した状態
で生育するため、柔らかくて、甘
いと評判です。β-カロテンは外
皮近くに多く、皮は薄く剥くか、皮
ごとの調理がおすすめ。




